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§１ はじめに 
積載荷重は比較的人為的な荷重であり、地震などの自

然外力と比較すると制御が可能な荷重である。その一方

で使用者の使い方によっては設計用積載荷重値の範囲を

超える可能性もある。性能設計への適用はもちろんのこ

と、住宅等で二階の床が抜けた事故例もあることをふま

えると、居住者に対する説明性（説明責任）の観点から

も、設計時に想定している積載荷重の範囲等を明確に示

す必要があると考えられる。 
本報では住宅居室を対象に、積載荷重を視覚化した説

明用ツールの試作とその評価結果を報告する。 
§２ 視覚化ツールの検討 

住宅居室を対象に積載荷重の説明用資料を検討した。

説明用ツールの種類は複数考えられるが、まずは模型写

真および平面図による表現を使用した場合、居住者が積

載荷重を荷重としてどの程度イメージできるかを把握す

るため、ヒアリング調査を実施した。 
住宅の子供室（６畳）を対象に、３種類の構図による

模型写真（上から見た場合、斜め上から見た場合、窓か

ら見た場合）と平面図の４種類を作成し、これを調査対

象の視覚化ツールとした。 
先行研究１）のデータを使用して平均的な積載荷重の部

屋、積載荷重の少ない部屋、積載荷重の多い部屋の３部

屋を視覚化し、それぞれの評価を得る。 
回答者には平均的な部屋を基準にした場合の積載荷重

の少ない部屋と多い部屋の視覚化資料を提示し、それぞ

れの荷重量のイメージについて相対的な数値としての回

答を得る。使用した調査シートを図１に示す。 
ヒアリング調査の対象は、一般居住者 20 人（16～58 歳

の男女）および文化女子大学住環境学科学生 30 人である。 
調査シートでは、積載荷重が平均的な部屋の図を 100 と

仮定した場合、積載物が多い部屋(物品重量が平均の 1.8
倍)と積載物が少ない部屋(物品重量が平均の 0.7 倍）の積

載荷重値（重量）に対するイメージ量を数値で質問した。 
回答者には基準とした部屋と異なる状態の２室という

提示をしており、積載荷重の大小関係に関する情報は与

えずに質問した。また資料の提示順と写真の並び順によ

る影響についても確認するため、異なる提示方法での追

加調査も実施した。さらに数値の回答を得た後、どのよ

うにイメージしたのかに関する自由回答も得た。 図１  ヒアリングに使用した調査シート
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 左にある基準の部屋の家具の総重量を１００とした時、Ａ、Ｂの部屋はどれ位の重量に見えますか？ 
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ある子供室（６畳）を窓から見た図
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ある子供室（６畳）を斜め上から見た図
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ある子供室（６畳）の平面図 
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§３ 視覚化資料に対する評価 
積載物が少ない部屋および積載物が多い部屋に対する

評価値の結果について、提示した資料ごとに集計した結

果を図２に示す。 
なお、一般居住者と文化女子大学学生の結果を比較す

ると、後者の方が所属学科の性質上、平面図や模型など

を見慣れているためイメージしやすいものと想定したが､ 

図２ 視覚化ツールに対する積載荷重のイメージ量 

評価値に対する顕著な差が見られなかったため、両者を

併せた結果を示している。 
 全体的に、積載荷重の少ない部屋に対する評価値はど

の提示資料の場合も、実状から設定した荷重値である 70
に近い回答が多い。特に「模型を上から見た場合」と

「模型を斜め上から見た場合」の平均値は実状の設定値

である荷重値にほぼ一致した。 
 一方、積載荷重の多い部屋に対する評価値は全体的に

低い値となり、設定値である 180 前後の回答はほとんど

みられない。平均値は 120 前後で、提示資料によっては

基準となった平均的な部屋よりも小さいとイメージする

場合もある。危険側となりうる積載荷重が多い状況に対

する評価において、荷重量を少なくイメージしている結

果となっている。 
 提示資料ごとに比較すると、積載荷重の大小関係が明

確なのは「模型を上から見た図」である。「模型を窓から

見た図」と「平面図」は、荷重の大小関係が不明瞭で誤

解される可能性が高く、居住者に設計上の適用範囲を説

明する際の資料には適切でないと考えられる。 
また自由回答で得られた意見として、４種類の提示資

料を比較すると、「模型を上から見た場合」は最も情報量

が多く、次いで「模型を斜め上からみた場合」の情報量

を多く感じていた。通常の目線に近い「模型を窓から見

た場合」では、全体が見えない場合もあり、レイアウト

によっては全くわからない点が欠点であり、平面図では

家具等のボリューム感がイメージできないため、積載荷

重の量をイメージするのが難しいという意見があった。 
資料の提示順による影響については、情報量が多い資

料を先に提示すると、評価値が設定値にわずかに近くな

る傾向がみられる程度で顕著な差は見られなかった。 
なお同時に提示する３室のレイアウトは、基準とした

平均的な部屋を左に配置した場合より中央に配置した方

が、荷重の大小関係はやや設定値に近づく傾向となった。 
４種類の視覚化資料を比較すると、「模型を上から撮影

した場合」は最も設定値に対する整合性が高く、大小関

係も明確になっている。また設定値より小さいものの、

積載荷重が多い部屋に対する評価値も一番近い値となり、

今回使用した４種類の説明用資料の中では居住者に説明

する際の媒体として有効であると考えられる。 
§４ おわりに 

本報では住宅の子供室を対象に、積載荷重の視覚化資

料を作成し、その評価結果から、居住者が提示された資

料ごとに積載荷重量をどうイメージするのかについての

調査結果を報告した。次報ではこれらの分析結果および

設計荷重との対応について報告する。 
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ｂ）模型写真（窓から見た場合）の評価値
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ｃ）模型写真（斜め上から見た場合）の評価値
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ａ）模型写真（上から見た場合）の評価値
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ｄ）平面図の評価値

0

5

10

15

20

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

1
1
0

1
2
0

1
3
0

1
4
0

1
5
0

1
6
0

1
7
0

1
8
0

1
9
0

2
0
0
以

上

人
数

（
人

）

積載荷重小

積載荷重多

■平均117.0■平均80.7

―28―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




